
【報告事項（１）令和 2 年度事業報告の件】 

 

令和 2 年度 事業報告 

１．概況 

（１）組織状況 

本会は、平成 24 年 4 月に公益社団法人へ移行し、税知識の普及、納税意識の高揚に努め、

税制、税務に関する提言を行い、適正、公平な申告納税制度の維持、発展と税務行政の円滑

な執行に寄与すると共に地域企業と地域社会の健全な発展に貢献することを目的に事業活動

を推進しています。 

本年度は、新型コロナウイルス感染症により国及び県の緊急事態宣言発出に基づき、4 月

から 9 月にかけて、事業活動が制限されるなど多大な影響を受けました。緊急事態宣言解除

後は、県の指針を参考にした本会独自の「新型コロナウイルス感染拡大防止のガイドライン」

に基づき、各種研修事業、会議など対策を講じ、10 月から事業を再開いたしました。 

コロナ禍における会員支援策として、現状に対応した内容の研修会等を開催、会員企業の

経営に関する課題に対応する「経営相談ホットライン」を設置し、税理士をはじめ各士業の

先生方と直接相談が出来る場を設置、また税務をはじめ会社経営に役立つテキストの提供を

行いました。地域社会貢献活動として、毎年一般市民にも公開した講演会がコロナ禍で中止

になったことにより、租税教育活動で関わりの深い、管轄内の全小学校、沖縄県社会福祉協

議会、県内の特別支援学校へ、消毒液、マスクの寄贈を行いました。未使用タオルの寄贈も

継続的に行いました。 

組織面では、コロナ禍の中、各支部役員の積極的な取組みで、組織の維持拡大、財政基盤

の強化を図って参りましたが、飲食業、観光関連業をはじめとする会員企業を中心に多大な

影響を受け、会員減少が見込まれています。今後、組織のネットワークを活かした活性化を

検討します。 

令和 3 年 3 月 31 日現在、那覇税務署管内の稼動法人 5,438 社（法人会調べ）、会員数 

2,044 社（内正会員 1,870 社、法人賛助会員 174 社）、加入率 37.6％となります。また、個人

賛助会員 144 名が本会に加入しております。 

（２）青年部会 部会員数 92 名（令和 3 年 3 月 31 日現在） 

（３）女性部会 部会員数 23 名（令和 3 年 3 月 31 日現在） 

 

公益関係 

Ⅰ．税の啓発事業関係 

１．税制提言事業 

（１）税制及び税法の調査研究 

税制問題について、適正公平な租税負担の合理化を図るため、税制及び税務に関する

協議を行い、本会の要望事項をとりまとめ、県連へ進達しました。 

（２）アンケート調査を実施（令和 2 年 3 月 26 日～4 月 20 日 回答 102 件） 

（３）税制提言活動の実施（11 月 27 日） 

那覇市対応：仲本企画財務部長、那覇市議会対応：久高議長 

 

２．税の啓発事業 

（１）租税教育活動の実施。 

①「第 16 回こども税金教室」の開催【青年部会主管事業】 

糸満市立真壁小学校 6 年生 24 名 

糸満市立喜屋武小学校 6 年生 11 名 



税金の使われ方ツアー（令和 2 年 12 月 2 日） 

コロナ禍ではあったが、学校現場の了承のもと感染、安全対策を強化の上、ゆい 

レールを貸切り、車両内で税のしくみについて学習、税金クイズなどを実施。 

 

②「第 11 回税に関する絵はがきコンクール」の開催【女性部会主管事業】 

・応募総数 180 作品（昨年 590 作品） 

※コロナ禍により、予定していた租税教室が中止となり、応募数減少 

    ・令和 3 年 1 月 19 日～25 日の期間、女性部会役員、会長、青年部会代表、那覇 

税務署法人統括官で、審査を実施。 

     【審査結果】・那覇法人会会長賞 那覇市立古蔵小学校  6 年 宮城 和真さん 

           ・女性部会長賞   糸満市立高嶺小学校  6 年 仲嶺 瑛梨さん 

          ・青年部会長賞   那覇市立仲井真小学校 6 年 金城  京さん 

           ・那覇税務署長賞  南城市立百名小学校  6 年 高嶺 春菜さん 

           ・入選 2 名 

 

③「小学校での租税教室」へ講師派遣【青年部会、女性部会担当】 

  令和 3 年 1 月 13 日糸満市立兼城小学校（児童 97 名）で租税教室を実施 

 

（２）税務研修会、説明会の開催実績 

※コロナ禍により感染症対策を講じ、臨機応変に開催しました。 

①税務・税制研修会     ・実施回数 10 回  参加人数 298 名 

②決算法人説明会      ・実施回数  3 回  参加人数 100 名 

③新設法人説明会      ・実施回数  3 回  参加人数 44 名 

（３）税務に関する資料等の紹介・配布を行いました。 

（４）広報誌「那覇法人会」の発刊と配布を行いました。（年 4 回発刊、各 2,400 部） 

（５）季刊誌「ほうじん」の配布を行いました。（年 4 回） 

（６）広報看板の継続設置を行っています。（那覇市久茂地御成橋近く） 

（７）ｅ-Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）の利用推進をテレビ賀正スポット広告、 

タクシー後部広告で推進するとともに確定申告に関する広報を路線バスを活用して 

て行いました。 

 

Ⅱ．経営支援事業関係 

３．経営支援事業 

（１）研修会、セミナー、実務講座等の開催実績 

※コロナ禍により感染症対策を講じ、臨機応変に開催しました。 

①実務研修会         ・実施回数 7 回  参加員数 159 名 

②講座            ・実施回数 0 回  ※コロナ禍により中止 

（２）税務、法務、労務の専門家による無料経営相談会の実績 

・経営相談会         ・利用者数 28 名 

（３）ビデオライブラリーの活用実績 

    ①インターネットセミナー利用状況 ・利用者 2,354 名 アクセス数 22,947 回  

②ＤＶＤ貸出状況         ・利用社数 114 社  貸出本数 205 本  

（４）経営、経理に関する資料等の紹介・配布 

   ・コロナ禍に対応した、「感染症対策のための労務対応」「財務再建、事業再生ロード  

マップ」を全会員へ配賦、会員企業へ希望する経営に関するテキストを提供。 



Ⅲ．地域貢献事業関係 

４．社会貢献事業 

（１）沖縄県社会福祉協議会へ未使用タオルの寄贈を行いました。 

令和 3 年 3 月 9 日 350 本寄贈【平成 15 年度より累計 8,205 本】 

（２）講習会・講演会関係 

本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、応急手当講習会、地域社会 

貢献講演会を中止し、以下の通り、社会貢献活動を実施しました。 

・管内小学校 74 校へ消毒液一斗缶、マスク 150 枚を各教育委員会を通して寄贈 

合計（消毒液 74 缶、マスク 11,100 枚） 

・沖縄県社会福祉協議会へ消毒液 5ℓを 60 個、マスク 10,000 枚を寄贈 

・沖縄県内特別支援学校 23 校へ消毒液 5ℓを 2 個、マスク 100 枚を寄贈 

 合計（消毒液 46 個、マスク 2,300 枚） 

 

共益関係 

５．福利厚生事業 

（１）経営者大型総合保障制度の推進。 

（２）ビジネスガードの推進。 

（３）がん・医療保険の推進。 

（４）終身保障プランの推進。 

（５）福利厚生制度推進連絡協議会を開催しました。 

 

  ※主な法人会福利厚生制度加入状況 

法人会制度商品 取扱会社 加入会員数 

経営者大型総合保障制度 大同生命・AIG 損保 344 

ビジネスガード AIG 損保 383 

法人会がん保険制度 アフラック 437 

法人会医療保険制度 アフラック 295 

（令和 3 年 3 月末） 

６．会員支援事業 

（１）新入会員歓迎会（中止） 

（２）会員交流会（中止） 

（３）飲食・観光関連業等会員応援掲示板をホームページへ設置し会員相互の活用を推進。 

（４）税制をはじめとする経営に役立つテキストを無料配布。 

 

７．会員増強推進関係 

（１）組織委員会、支部長を中心に組織の維持発展とコロナ禍での会員支援も考慮した会員 

増強運動を実施しました。会員増強目標 88 社に対し、69 社の新規入会がありました。 

（２）会員増強推進月間：令和 2 年 9 月 15 日～11 月 30 日 ※12 月末まで延長 

（３）会員増強運動全体目標：88 社 支部目標：8 社 

   新規入会：69 社 支部目標達成 4 つの支部 

（４）新規入会キャンペーンとして、新入会員を紹介した方へ、飲食業・観光関連業等会員

応援掲示板に掲載された店舗で利用できる 2,000 円クーポン券を発行し、会員企業の利

用推進を行いました。 

 



（５）青年・女性部会の活動 

①青年部会の活動 

コロナ禍により租税教育活動をはじめ各種事業が制限される中、学校現場の了承

のもと感染、安全対策を強化の上、ゆいレールを貸切り、車両内で税のしくみにつ

いて学習する、「第 16 回こども税金教室」を開催しました。また、コロナ禍に対応

した助成金、公的融資に関する Web セミナー、健康セミナーを開催しました。 

令和 4 年開催の「青年の集い沖縄大会」の成功へ向け、準備を進めています。 

②女性部会の活動 

コロナ禍により租税教育活動をはじめ各種事業が制限される中、コロナ関連対策

セミナーの開催、状況に応じた「税に関する絵はがきコンクール」を実施しました。

また、沖縄県社会福祉協議会への未使用タオル寄贈を行うための取りまとめなど地

域社会貢献活動を継続的に実績。 

 

管理関係 

８．諸会議の開催 

（１）定時総会の開催（令和 2 年 6 月 17 日）※コロナ禍により表彰式、会員交流会中止 

（２）正副会長・各委員長会議（令和 2 年 9 月 18 日） 

（３）理事会の開催（5 回 ※内書面による決議 4 回） 

（４）委員会を開催（総務、税制、広報、組織、厚生委員会各 2 回開催） 

（事業研修委員会 6 回開催） 

（５）支部長会及び支部会の開催（支部長会 2 回） 

（６）青年部会役員会（8 回）・女性部会役員会の開催（2 回） 

 

９．令和２年度表彰・功労に関する関係 

（１）那覇税務署長納税表彰（令和 2 年 11 月 6 日） 

   森 田   明 氏  理事・広報委員長     株式会社 ラジオ沖縄 

 

 （２）「租税教育推進校等」国税庁長官感謝状（令和 2 年 11 月 6 日） 

    公益社団法人 那覇法人会 

 

（３）一般社団法人 沖縄県法人会連合会功労表彰（令和 2 年 6 月 4 日） 

   浦 崎 真 作 氏  事業研修委員・支部幹事  株式会社 ライデリ 

   安 井 滋 雄 氏  厚生委員・副支部長    株式会社 ブレーン沖縄  

   伊 藝   博 氏  事業研修委員       株式会社 タム 

   福 治 友 衛 氏  広報委員         株式会社 トモエ 

 


